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土Jむ芸連投 :日本列 島には国土地理院により空間的 に 掛ま 一 様なG PS観測網(Grapes)
が展 開されて おり , G P S観測によりプ レ - ト運 軌 断層淑臥 火山活動 に起因す る地
殻変動が 検出され て きて い る . さらに地殻活動 を詳細に明らか にする ために , 日本列島
にお い て 我 々 壮国 土地理院の G P S観測網 を基本に し, その 間を埋め るような療な G P
S観測点 を展開する こ とが今後可能となる . こ の とき, 水平変動よ りも精度が若干番い
鉛直変動 に つ い て も水平変動と同 じ精度 で検出で きれ ば, 地殻活動 の 情報は さらにふえ,
よりよく地殻活動の 原因 に近づく ことが期待で き る .
旦Lj塵⊥推定された大気伝播遅延畳 を用 い て G P S で求め る上 下方向の潮位精度が ど
の く らい 向上するかを検討 し, 大気伝播遅延丑推定方法の改蓉を含めた漸位精度向上の
方法 を開発す る ことを目的とする . こ こ で開発された洲位精度が 向上する方汝はG P S
デ ー タ を用い て 大気伝播遅延 畳を推症するさい に使用 し､ 大気伝播遅延丑推定の精度向
上が 期待できる ｡
3 . 深層 : 以下 に個 々 の疎腐 を示す .
0 . 大気伝播遅延量 を未知 畳と して , 観測点の位置と天頂方向の 大気伝播遅延皇を24時
間デ ー タ を用 い て 求 め る .
1 ･ Gr ape 8 で求 め られた天頂方向の 大気伝播遅延丑を既知主と して観測点の.位置を 2 4
時間デ ー タ を用 い て 算出 し, 観洲点位置の 日変化を求める .
2 . J M Aの 客観解析デ ー タか ら算出された天頂方向の 大気伝播遅延 量を既知畳と して観
測点 の位置の 日変化 を求め る .
3 . J M Aの 客観解析デ ー タ から算出された視線方 向の大気伝播遅延量と 24時間デ ー タ
を用 い て観謝点 の位置 の 目変化を求める .
4 . Grape 8で求められた可降水最 をデ ー タ の 1部と して放り込んだ J M Aの 客観解析デ
ー タか ら算出 された大鳥伝播遅延 畳を既知畳 と して観妻札点の位置の 日変化を求める.
5 . 日本列島 をいく つ か に 区域分け し, 代表 的な観測点 における代表的 な視線方向の 大
気伝 播遅延皇 , 方位異方性 , 仰角異力性 を求 め, 従来 の マ ッ ピン グ関数の 近似の 度合い
を調 べ , 日本列島に よりあう マ ッ ピ ン グ関数をもとめる .
6 . (5) で み ちぴ い た マ ッ ピ ン グ関数を用 い て大気伝播遅延量 を未知量として , 観測
点 の 位置 と天頂方向 の大気伝播遅延量を24時間デ ー タ を用い て求め る.
7 ･ (5) で みちび い た マ ッ ピ ン グ関数と Grape台 で求め られた可降水量をデ ー タの 1
都と して取り込んだJ M Aの 客観解析デ ー タか ら算出され た天頂方向の 大気伝播遅延量
を既 知量と して 観&EJ点の位置をもとめる .
以上 の結果か ら, どの方絵 をとる と 一 番測位精度が向上す る か を検討する . こ こ で開発
された測位精度が向上の 方法 はすなわち大気遅延 量推定につ い て の方法も含ん で い るa
したが っ て
,
G PS気象学 - も大気遅延 丑推定の精度向上 の面で 寄与で きる .
こ こ で は
, 過去 の デ ー タ解析を行 なっ た結果 を しめ し, 大気伝播遅延 畳と の 関係 が ある
か どうか検討す る .
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